菓子製造施設整備事業町民説明会
（町長挨拶原文）
■谷町長挨拶
　　皆様おばんでございます。3月も中旬になりまして、雪解けも進み春の訪れが待ちどおしい季節になってまいりました。このような折に、夜分、そしてまた足元が悪い中、多くの皆さまに町民説明会にお集まりいただきありがとうございまいした。今日説明させていただきます内容は、旧一の橋小学校を活用した菓子製造施設整備事業についてということでございまして、予定を8時30分までの予定で、これから説明会を開催させていただきます。若干、私の方から目的、主旨等を説明させていただいて、この後、担当からそれぞれスライドを使って説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。この事業につきましては、昨年下川町がＳＤＧｓ未来都市、このＳＤＧｓというのは「持続可能な開発目標」と略しまして、国連が提唱し、そしてまた日本がそれを受け、全国にこのＳＤＧｓの理念を広めていこうということで、自治体を対象に公募したところ、下川町も応募させていただき、そして全国29の地域の一つとして下川町が選定を受けたところでございます。このＳＤＧｓ未来都市につきましては、北海道内でも札幌市、ニセコ町、北海道庁、下川町合わせての4つの自治体が、29の事例に選ばれているわけでございます。そこで、応募した際に、ＳＤＧｓのモデル事業として20近くの施策を提案させていただいたところです。その一つとして、この旧一の橋小学校を活用した菓子製造施設整備事業を中心として、そしてこれまで企画を練ってきたところでございます。すでに予算等については、議決を頂いているところですが、現在3月の定例会におきまして、貸付についての審議をしていただいているところでございます。このモデル事業でございますが、チョコレート製造を障がい者の方々が行って、それを全道全国に販売展開していくということでございます。すでに全国ではこの事業を行われている社団法人が30ぐらいの施設を作りまして、そして展開をされているわけでございますが、北海道では下川町が初めての事業着手になります。これによって、全道全国に自治体が一緒になってのモデル事業として展開が図られるのではないかと期待されるところでございます。更に、この菓子製造施設を造るのを一の橋の旧小学校跡ということでございます。一の橋地域も昭和30年代には2,000人を超える人口がおりましたけれども、現在は百数十名程度まで減少し、一の橋の活性化を色々ともくろんできたところでございます。すでに、一の橋のバイオビレッジ構想としてバイオマスを中心とした事業展開を一の橋地区でさせていただいておりますが、今回この菓子製造施設を事業着手することによって更に地域の活性化が図られるのではないかと期待されております。また、障がい者の方々を雇用することを考えてございまして、まさしく下川町では一の橋地区に、山びこ学園の障がい者施設がございまして、ここと連携をしながらそしてさらには、雇用を山びこ学園を含めて検討しながら採用して、製造施設で働いていただくことも考えているわけでございます。また、さらにこの事業を行うにあたっては、私ども下川町においては、ノウハウや技術がございませんので、昨年7月に東京のベルシステム24ホールディングスというコールセンターを営んでいる会社でございますけれども、ここと豊橋市にある一般社団法人ラ・バルカグループという団体と連携協定を結ばせていただいて、今日まで計画をしてきたところでございます。さらに今回一の橋地区におきまして、製造主体となりそして製造販売を現地で行う社団法人をこの時期に設立いたしまして、4者でこの事業を運営してまいりたいと、このように考えている次第でございます。これをつくることによって、旧小学校の利活用が図られて、あるいはまた一の橋地域で、ふるさと回帰として戻ってこられて交流が図られるのではないかと期待しております。この事業については一の橋地区でございますので、2月23日に一の橋コミュニティーセンターにおきまして、説明会を開催させていただきました。一の橋地域の多くの方々に集まっていただいて、そしてご意見やご質疑を頂いたところでございます。これについては、後でまたご説明させていただきますが、終了時には本当に一の橋の住民の皆さんから、大きな拍手をいただいてこの事業の期待感が込められたわけでございます。いずれにいたしましても、こういう事業をひとつひとつ進めることによって、一の橋地区だけでなくて、下川地域にも大きな影響が与えられるものと考えてございます。今日は皆さんに入口のところで、今回事業として作る久遠チョコレートをお配りさせていただいたところでございます。久遠とは、久しい遠いと書きますけども、これは時が限りなく続く日本古来の言葉でございまして、まさしくＳＤＧｓの理念でございます持続可能な開発目標に合致するものと私は考えてございます。この久遠チョコレートを今日お配りしましたのはテリーヌという料理でよく前菜に使う意味合いでございますけども、それを意味したチョコレートの種類になってございます。これについてはあとで召し上がりいただけましたら幸いと思います。いずれにしましても、この菓子製造施設整備事業が、下川町にとって大変有意義な事業であると私は確信してございますし、それにともなって多くの方々の賛意をいただきながらこれから事業着手に展開してまいりたいと思うところでございますので、皆さんのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げまして開会にあたりましてのご挨拶に代えさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。
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